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日本におけるタバココナジラミ

日本におけるタバココナジラミBemisia

tabaciは 、スイカズラなどに寄生する土着の個

体群 （バイオタイプJpL)が 従来から知られて

いたが、本個体群が媒介する トマ ト黄化萎縮病

が散発的に発生する以外は農業現場において大

きな問題となっていなかった。1989年 頃にバ

イオタイプBが 海外から侵入すると、その寄

主範囲の広さと殺虫剤抵抗性の高さから大きな

問題となったが、有効な殺虫剤等の防除方法の

普及により本種による被害は減少していった。

しかし、1996年 にバイオタイプBが 媒介する

トマ ト黄化葉巻病の発生が九州および東海地方

で確認 され 、本種が病原とな るウイルス

（TYLCV)を 低密度でも媒介するために、本種

の発生が トマ トの生産上非常に重要な問題と

なっている。また、トマ ト黄化葉巻病は近年関

東周辺にも分布を拡大している。トマト黄化葉

巻病の媒介者としてのバイオタイプBの 防除

は、徹底的な殺虫剤の使用と防虫ネット等の物

理的な防除法の併用によって行われている。

2003年 頃から九州地域を中心に従来 とは殺虫

剤感受性の異なるコナジラミ個体群が確認され

る よ う にな

り、遺伝子解

析の結果、日

本で未発生で

あったタバコ

コナジラミの

バイオタイプ

Qで あること

が 明 ら か に

なった。九州

地域では トマ ト黄化葉巻病の媒介者はバイオタ

イプQに 置 き変わ りつつある。また、バイオ

タイプQは 急速に日本各地に分布を拡大して

いる。

タバココナジラミのバイオタイプ

本種は形態的な特徴に乏しいため、世界中の

様々な地域の様々な寄主で発生している個体群

が同一種 「タバココナジラミ」とされている。

しかし実際は寄主植物に対する選好性が異なる

寄主レースや形態以外の生物学的な特徴が異な

る数多くのバイオタイプが報告されており、バ

イオタイプ間で交雑不能な事例も知られてい

る。特に北米土着のバイオタイプAと 地中海

沿岸部から侵入 したバイオタイプBと の間で

アイソザイム分析等の生化学的 ・分子生物学的

分析により区別できること、互いに交雑が確認

できないことなどから、両バイオタイプは別種

とされ、Bellowsら （1994)に よってバイオタ

イプBはBemisia argentifoliiと記載された。日

本でもこれにならい、和名としてシルバーリー

フコナジラミが提唱された。しかし、近年の世

界各地のタバココナジラミ個体群の遺伝子解析

により、Bemisia argentifolii（シルバー リーフコ

ナジラミ)も タバココナジラミのバイオタイプ

に過ぎないとの見方が有力になっている。この

ように現在では、タバココナジラミは数多くの

バイオタイプからなると考えられている。さら

図1　 タバココナジラミ成虫

図2　 タバココナジラミ卵 と

ふ化幼虫
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ている。

バイオ タイプの識別法

タバ ココナジ ラミのバイオタイプ の識別 は形

態的な差異が認 め られな いため 、現在の ところ 、

その遺伝子 を解析する以外に方法 がな い。特 に

ミ トコン ドリアDNAのCO1領 域の遺伝子塩基

配列は 、世界各地の個体群のデータが蓄積 され

てお り、核 リボ ソーム遺伝子 のITS領 域 ととも

にバイ オタイプの判定 に よく利用 され ている。

遺伝子解析 を簡便 にするために 、制限酵素 断片

長 多 型 に よる方 法 （PCR-RFLP)や マル チ プ

レックスPCR法 、LAMP法 等 を用 いた識別法

が開発 され ている が 、筆者 らは次の ような方法

で ミ トコン ドリアDNAのCO1領 域 の部分 配列

を解析 し 、既存 の遺伝子情報 と比較するこ とに

よ りバイオタイプの判別を行 っている。

1.コ ナ ジラミか らDNAを 抽 出

2.PCR反 応 によ りミ トコン ドリアCO1領 域

を増幅

3.フ ィルター （日本 ミ リポア社 、MultiScreen

PCR等)ま たは酵素処理 （GEヘ ル スケア

バイオサ イエ ンス社 、ExoSAP.IT等)を 用

いてPCR反 応液 か ら過 剰 のプ ライマ ーを

除去

4.得 られた遺伝子 断片に対 し、シーケンス反

応 （ABI社 、Big Dye Terminator等)を 行

い 、後処理の後 、シーケンサ によ りその遺

伝子配列を決定

5.得 られた遺伝 子の塩基配列 をデータベース

上の既存の各バ イオタイプの塩基配列 との

間でClustalW等 で 、アライ メン ト解析後 、

樹形図 （図4)に し 、バイオタイプ を判定

TYLCVの 媒介 について

日本で確認されている主な個体群 （バイオタ

イ プB、Qお よびJpL)のTYLCVの 媒介 につ

いて筆者らの行った予備試験の結果では、いず

れもTYLCVを 媒介することが確認されてい

る。TYLCV感 染植物に3日 間獲得吸汁 、3日

間媒介吸汁させた結果 、バイオタイプBお よ

びQは70%以 上の媒介 率 であ り、JpLは

56%程 度であった。しかし、日本土着のバイ

オタイプJpLは トマ トに対する選好性が低い。

予備試験中 （6日間)の トマ ト上での生存率は

約25%で あった。このため トマ ト黄化葉巻病

の伝播にはほとんど関与していないと考えられ

る。バイオタイプBお よびQは いずれも高い

TYLCV媒 介能力を持ち、6時 間程度の獲得吸

汁でもBで25%、Qで40%の 媒介率であっ

た。バイオタイプBとQで どちらがより高い

媒介能力を持つかは詳細な調査を行う必要があ

る。

防除対策について

バイオタイプBお よびQの 殺虫剤 に対する

抵抗性はBが 感受性であるネオニ コチ ノイ ド

剤の多くに対してQが 抵抗性を有するという

傾向は見られるものの、地域間 ・個体群間でそ

の抵抗性の程度にはばらつきが見られる。その

ため、防除体系を策定する上ではそれぞれの地

域ごとに調査する必要がある。なお、生産地に

おいては、トマト黄化葉巻病の防除もあわせて

考えると、防虫ネットによる施設内への侵入防

止などの物理的防除法や、健全苗の使用などは

バイオタイプに関係なく有効であり、これら対

策を徹底して実施すべきである。

図3　 タバココナジラミ幼虫

図4　バイオタイプ判定のための樹形図 （例)
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